
のキリスト教週間のご案内 
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 神を仰ぎ、人に仕う 

2015 年度年間聖句 

知恵を得ることは金にまさり 
分別を得ることは銀よりも望ましい。             箴言 16 章 16 節 

 

聖学院教会祈祷会 

 

6 

 

6 

毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・11 月 12 日（木）  アモス書 8章   濱田 辰雄チャプレン 

・11 月 19 日（木）  アモス書 9章   東野 尚志牧師 

 

 

No.12 2015 年 11 月 

全学礼拝期間について 

2015 年度秋学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日（授業

期間）、14 時 40 分から 15 時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。 

秋学期／2015 年 9月 29 日（火）～2016 年 1月 22 日（金）    

11 月月間聖句 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり   アーメン  

                                  

 

 

神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってくださる。 

もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。 

                              ヨハネの黙示録 21 章 3節後半～4節前半 

 

「ウィリアム Ｇ. クレーラ先生を偲んで」 

 

聖学院教会が属している日本キリスト教団の暦では、11月の第一聖日（日曜日）は

「聖徒の日」とされています。この日、聖学院教会の礼拝は、天に召された教会の仲

間たちの名を週報に記し、一人ひとりの写真を礼拝堂の中に飾って、「召天者記念礼

拝」として行うのです。今年の記念礼拝で一番新しく加わった写真は、9 月 26 日、84

歳で天に召されたウィリアム Ｇ. クレーラ先生のものでした。 

クレーラ先生は、プロテスタント日本伝道 100 年を記念する節目の年である 1959

年に宣教師として来日され、女子聖学院短期大学第二代学長（1971 年～1995

年）、聖学院大学教授（1998 年～2001 年）、聖学院みどり幼稚園園長（1978 年～

1999 年）、聖学院国際センター所長（1995 年～2006 年）等を歴任されました。葬

儀は、最後の日々をご夫妻で過ごされたアメリカのカリフォルニア州クレアモント市にあ

る隠退宣教師の町のホールで、10 月 18 日（日）に記念礼拝として行われ、大学から

はオズバーンチャプレンが、また聖学院教会からも二人の教会員が、それぞれ代表と

して出席されました。 

クレーラ先生は、短大学長時代、聖学院教会の前身である緑聖伝道所の設立

（1976 年）にも尽力され、ご夫妻で熱心に教会の働きを担われ、役員も務められまし

た。みどり幼稚園創立の際には初代の園長に就任され、現在まで続く、大学と幼稚園

と教会の協力関係の原型を、身をもって形づくり、豊かに育ててくださったのです。 

私たちが生きる今は、多くの先人たちの熱心な祈りと献身的な働きの上に成り立っ

ていることを忘れてはなりません。海を越えて、異国の地で半生を過ごし、神を仰ぎ人

に仕えつつ、この国の教育と伝道のために生涯を献げてくださったクレーラ先生を偲

び、その聖なる志をしっかりと受け継いで行きたいと思います。 

 

（聖学院教会牧師・大学附属みどり幼稚園チャプレン 東野尚志） 

 

召天者記念礼拝 11 月 11日（水）  讃美奉献曲「聖なる都」                 

聖なる都とは曲中で繰り返される「エルサレム」を指し、その名前はエル＝神の、シャロ

ーム＝平和、「神の平和・神の平安」という意味を持ちます。ヨハネの黙示録に描かれ

る、歴史の完成のときには新しいエルサレムである聖なる都が現出し、キリストに結ばれ

た永遠の命、エルシャロームが実現するのです。 
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奨励者 佐藤 千瀬  

（児童学科准教授） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネの手紙 一 

     1 章 9 節（新約 P.441） 

祈 祷 

奨 励 ｢ゆるし ゆるされること」 

祈 祷  

讃美歌 312 番 3 節 

主の祈り 

後 奏         

 

 
 

11 月 10 日（火） 

 
―召天者記念礼拝― 

奨励者 E. D. オズバーン 
（欧米文化学科担当ﾁｬﾌﾟﾚﾝ・国際部長） 

司会者 山口 博 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 520 番 1、2 節 
聖歌隊による讃美奉献 “聖なる都” 
聖 書 マタイによる福音書 
     5 章 14～16 節（新約 P.6） 
祈 祷 

奨 励 「風にゆらぐ灯火
と も しび

」 
祈 祷  
讃美歌 520 番 3、4 節 
主の祈り 
後 奏         
 

 
 

11 月 11 日（水） 

 
奨励者 森野 光生  

 （法人事務局長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 渡辺 善忠 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 532 番 1、2 節 
聖 書 ヨハネによる福音書 

  15 章 1～8 節（新約 P.198） 
祈 祷 
奨 励 「あなたは誰と 

つながっていますか？」 
祈 祷  
讃美歌 532 番 3 節 
主の祈り 
後 奏  

 
 

11 月 17 日（火） 

 
奨励者 田邉 純一 

（事務総局長） 

司会者 山口 博 

奏楽者 山田 麻有美 
◆  ◆  ◆ 

前 奏           

讃美歌 270 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

5 章 5～11 節（新約 P.171） 

祈 祷          

奨 励 「信仰とは」 

祈 祷     

讃美歌 270 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 

11 月 18 日（水） 

 

奨励者 石津 靖大 

（こども心理学科特任教授） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 浦沢 如希、鈴木 純 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 498 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

16 章 7 節（新約 P.200） 

祈 祷            

奨 励 「君が来るので」 

祈 祷  

讃美歌 498 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

11 月 12 日（木） 

 
奨励者 柳田 洋夫 

（日本文化学科担当チャプレン） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 ングワー 路津子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 146 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

     14 章 27 節（新約 P.198） 

祈 祷  

奨 励 「戦争絶滅、人間復活」 

祈 祷     

讃美歌 146 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

※秋のキリスト教週間精勤賞授与 

 

11 月 19 日（木） 

 
奨励者 宮本 悟 

（政治経済学科特任教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 333 番 1、2 節 

聖 書 ヤコブの手紙 

      1 章 19 節（新約 P.422） 

祈 祷 

奨 励 「人はなぜ怒るのか？」 

祈 祷          

讃美歌 333 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

11 月 20 日（金） 

 
奨励者 藤田 義哉 

（日本基督教団 玉川平安教会牧師） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 15 番 1、2、3 節 

聖 書 出エジプト記 

20 章 1～2 節（旧約 P.126） 

祈 祷            

奨 励 「わたしは主、あなたの神」 

祈 祷  

讃美歌 15 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

11 月 13 日（金） 

 


